
あなたと議会の懸け橋あなたと議会の懸け橋

議会だより

2014

  10.25

平成26年９月定例会平成26年９月定例会

No.No.128128

P. 18

P.  9

平成 25 年度    決算を認定

表紙の説明は７ページをごらんください。表紙の説明は７ページをごらんください。

P.  2

そこが聞きたい一般質問　

委員会のうごき

左の左のQRQRコードを読み込むと、コードを読み込むと、
議会ホームページが開けます。議会ホームページが開けます。



千代田町議会だより「大河」  128 号　平成 26 年 10 月 25 日発行 2

④土木費
4 億5,073 万円

町民1人当たり
3万8,010円

⑤町　債
3 億42 万円

国等から
の借り入
 れです④国庫支出金

3 億1,738 万円

国からの
補助金等
です

2

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
決
算

は
、
歳
入
総
額
50
億
１
，１
７
４
万

円
、
歳
出
総
額
47
億
５
，１
５
０
万

円
で
歳
入
歳
出
差
引
額
は
２
億
６
，

０
２
４
万
円
、
こ
れ
か
ら
翌
年
度
へ

繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
差
し
引
い

た
実
質
収
支
は
２
億
４
，１
５
８
万

円
と
な
り
、
予
算
執
行
率
は
全
体

で
94
・
１
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
自
主
財
源
の
根
幹
で

あ
る
町
税
は
企
業
収
益
が
堅
調
に

推
移
し
、
法
人
町
民
税
は
増
収
と

な
っ
た
が
個
人
町
民
税
は
減
収
と

な
り
、
固
定
資
産
税
は
大
手
企
業

の
新
規
設
備
投
資
の
増
加
に
よ
り
、

町
税
全
体
で
は
前
年
度
と
比
較
し

３
・
４
％
、
７
，
３
６
９
万
円
の
増

加
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
基

準
財
政
収
入
額
の
増
加
に
よ
り
前

年
度
と
比
較
し
７
，６
１
０
万
円
の

減
少
、
ま
た
、
地
方
交
付
税
の
振

替
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
る
臨
時

財
政
対
策
債
に
つ
い
て
も
、
前
年

度
と
比
較
し
３
，１
７
２
万
円
の
減

少
と
な
り
ま
し
た
。

　

財
源
の
内
訳
で
は
、
町
が
独
自

に
調
達
で
き
る
自
主
財
源
が
66
・

⑦消防費
2 億4,129 万円

⑧その他
 3 億 6,203 万円

町民1人当たり
2万348円

町民1人当たり
3万530円

一
般
会
計
決
算
の
概
要

歳入歳入 (入ったお金 )( 入ったお金 )歳入 (入ったお金 )

⑤公債費
4 億1,609 万円

町民1人当たり
3万5,089円

町のお金　の使い道使い道

平成 26 年

９月定例会

平
成
26
年
第
３
回
定
例
会
が
９
月
10
日
か
ら
19
日
ま
で
の
10
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
、
報
告
１
件
、
規
約
の
変
更
２
件
、
条
例
の
制
定
３
件
、
条
例
の
廃
止
１
件
、

条
例
の
改
正
２
件
、
平
成
25
年
度
決
算
の
認
定
６
件
、
平
成
26
年
度
補
正
予
算
４

件
、
発
議
1
件
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
な
る
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
初
日
に
は

７
名
の
議
員
が
一
般
質
問
に
立
ち
、
町
の
考
え
方
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

5050億億1,1741,174万円万円5050億億1,1741,174万円万円
実質収支額実質収支額

（形式収支から翌年度に繰り越す（形式収支から翌年度に繰り越す
べき財源を控除した額）べき財源を控除した額）

22億億4,1584,158万円万円

⑥衛生費
4 億1,015 万円

町民1人当たり
3万4,588円

の使い道
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③繰入金
4 億2,604 万円

貯金の
取り崩し
です

3

６
％
、
残
り
の
33
・
４
％
が
依
存

財
源
で
あ
り
、
自
主
財
源
比
率
は

前
年
度
よ
り
３
・
２
ポ
イ
ン
ト
増
加

し
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
主
な
事
業
と
し
て

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
が

引
き
続
き
実
施
さ
れ
た
と
と
も
に
、

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
道
路
標
示
新

設
補
修
工
事
や
「
ゾ
ー
ン
30
」
の
指

定
を
す
る
こ
と
で
、
生
活
道
路
や

通
学
路
の
交
通
安
全
確
保
が
図
ら

れ
、
ま
た
国
の
補
助
金
を
活
用
し
、

町
内
全
域
の
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防

犯
灯
に
切
り
替
え
、
防
犯
対
策
を

充
実
し
安
全
・
安
心
の
確
保
が
図

ら
れ
ま
し
た
。

　

都
市
基
盤
の
整
備
で
は
、
道
路
維

持
補
修
事
業
、
都
市
計
画
道
路
整

備
事
業
が
引
き
続
き
実
施
さ
れ
た

と
と
も
に
、
萱
野
地
内
の
丑う
し
お
こ
し
ば
し

起
橋

拡
幅
工
事
が
完
成
し
、
事
故
防
止

や
渋
滞
の
改
善
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

農
政
関
係
で
は
、
小
規
模
農
村

整
備
事
業
に
よ
る
農
業
生
産
基
盤

整
備
や
、
各
種
助
成
金
の
交
付
事

業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
育
て
環
境
の
充
実
、

高
齢
者
福
祉
や
保
健
衛
生
の
推
進
、

産
業
の
振
興
、
学
校
教
育
や
生
涯

教
育
の
推
進
な
ど
、
行
政
全
般
に

わ
た
る
事
業
に
取
り
組
み
が
み
ら

れ
ま
し
た
。

①民生費
11 億8,327 万円

②総務費
10 億 1,106 万円

③教育費
6 億7,688 万円

町民1人当たり
8万5,264円

町民1人当たり
9万9,786円

町民1人当たり
5万7,082円

①町税
22 億 6,520 万円

皆さん
からの
税金です

町民1人当たり町民1人当たり
4040万万700700円円

（平成26年3月31日現在の（平成26年3月31日現在の
人口 1万1,858人）人口 1万1,858人）

②地方交付税
6 億209 万円

国からの
交付金
です

⑦県支出金
2 億3,178 万円

県からの
補助金等
です ⑧その他

5 億8,800 万円

地方消費
税交付金
　など

地方消費税交付金・
自動車取得税交付
金・使用料及び手
数料・諸収入など

町のお金お金　の使い道平成平成2424年度年度
一般会計決算一般会計決算

50億1,174万円50億1,174万円

4747億億5,1505,150万円万円
歳出歳出（使ったお金 )（使ったお金 )歳出（使ったお金 )

4747億億5,1505,150万円万円

⑥繰越金
2 億8,083 万円

前年度
からの
繰越金
です

町のお金　平成25年度
一般会計決算
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一
般
会
計
決
算 

主
な
質
疑

問 

都
市
計
画
道
路
整
備

都
市
計
画
道
路
整
備

事
業
の
平
成

事
業
の
平
成
2525
年
度
の
事

年
度
の
事

業
内
訳
は
。

業
内
訳
は
。

答 

用
地
買
収
４
筆
、
対

象
者
は
３
件
で
２
６
２
㎡
で

す
。
そ
の
う
ち
、
物
件
補
償

は
１
件
で
工
作
物
、
立
木
等

の
補
償
で
す
。
平
成
24
年

度
か
ら
の
繰
り
越
し
分
と
し

て
建
物
の
物
件
補
償
１
件

で
、
曳ひ
き
や家
補
償
と
そ
れ
に
伴

う
工
作
物
、
立
木
等
の
補
償

を
行
い
ま
し
た
。

問 

平
成
平
成
2626
年
度
以
降
の

年
度
以
降
の

都
市
計
画
道
路
整
備
事
業

都
市
計
画
道
路
整
備
事
業

の
予
定
は
。

の
予
定
は
。

答 

平
成
25
年
度
末
で
用

地
買
収
は
全
体
の
49
・
４
％

が
終
わ
っ
て
い
ま
す
。
26

年
度
以
降
、
順
次
進
め
て

い
き
ま
す
。

問 

都
市
計
画
道
路
整
備

都
市
計
画
道
路
整
備

事
業
の
完
了
予
定
年
度
は
。

事
業
の
完
了
予
定
年
度
は
。

答 

震
災
の
関
係
で
、
補

助
金
が
減
っ
て
お
り
、
完

成
予
定
の
平
成
27
年
度
で

は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

２
、３
年
の
延
長
に
な
る
想

定
を
し
て
い
ま
す
。

問 
都
市
計
画
道
路
整
備

都
市
計
画
道
路
整
備

事
業
費
は
非
常
に
高
額
と

事
業
費
は
非
常
に
高
額
と

考
え
る
が
、
事
業
メ
リ
ッ

考
え
る
が
、
事
業
メ
リ
ッ

ト
は
あ
る
の
か
。

ト
は
あ
る
の
か
。

答 

都
市
計
画
道
路
は
、

用
地
買
収
、
建
物
補
償
、

物
件
補
償
、
道
路
の
築
造

費
等
を
含
む
新
設
工
事
で

す
。
路
盤
か
ら
工
事
を
行

う
の
で
金
額
が
大
き
く
な

り
ま
す
。
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
は
、
町
内
だ
け
で
な
く

広
域
的
な
需
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。

問 

舞
木
土
地
区
画
整
理

舞
木
土
地
区
画
整
理

事
業
の
終
結
に
向
け
た
協

事
業
の
終
結
に
向
け
た
協

議
が
、
町
と
理
事
会
役
員

議
が
、
町
と
理
事
会
役
員

と
で
行
わ
れ
た
そ
う
だ
が
、

と
で
行
わ
れ
た
そ
う
だ
が
、

そ
の
詳
細
内
容
は
。

そ
の
詳
細
内
容
は
。

答 

町
の
回
答
案
と
し
て

全
員
協
議
会
で
賛
成
多
数

の
了
解
を
い
た
だ
い
た
も

の
を
、
９
月
５
日
に
組
合

の
理
事
長
は
じ
め
役
員
６

名
出
席
の
も
と
、
議
会
で

の
や
り
と
り
も
含
め
、
副

町
長
か
ら
示
し
ま
し
た
。

組
合
側
と
し
て
は
早
急
に

役
員
会
を
招
集
し
、
町
側

に
回
答
を
す
る
旨
の
話
が

あ
り
ま
し
た
。

問 
町
た
ば
こ
税
の
５
ヵ

町
た
ば
こ
税
の
５
ヵ

年
の
変
遷
は
。

年
の
変
遷
は
。

答 

平
成
25
年
度
で
は
、

ジ
ョ
イ
フ
ル
本
田
開
店
前

の
平
成
22
年
度
と
比
較
す

る
と
３
４
２
万
６
，５
４
３

本
の
増
加
で
18
・
９
％
の

増
加
率
で
す
。
納
税
額
は

４
，
２
７
５
万
５
，
７
１
８

円
増
で
63
・
５
％
の
増
加

率
と
な
り
ま
す
。

問 

特
別
職
２
名
分
の
給

特
別
職
２
名
分
の
給

料
含
む
人
件
費
総
額
は
。

料
含
む
人
件
費
総
額
は
。

答 

平
成
25
年
度
１
月
か

ら
３
月
は
20
％
の
削
減
と

な
り
、
２
，
４
９
５
万
２
，

４
５
０
円
で
す
。
全
額
が

支
払
わ
れ
た
と
考
え
る
と
、

２
，５
２
８
万
５
，
０
０
０

円
と
な
り
ま
す
。

問 

町
内
の
橋
梁
の
維
持

町
内
の
橋
梁
の
維
持

に
つ
い
て
の
見
通
し
は
。

に
つ
い
て
の
見
通
し
は
。

答 

す
で
に
橋
梁
の
長
寿

命
化
修
繕
計
画
を
策
定
し
、

年
次
計
画
を
た
て
順
次
進

め
て
い
ま
す
。
町
内
に
は

１
２
４
橋
あ
り
、
15
ｍ
以

上
の
橋
梁
が
10
橋
あ
り
25

年
度
か
ら
取
り
組
み
、
25

年
度
で
３
橋
、
26
年
度
で

２
橋
を
行
う
予
定
で
す
。

今
年
の
７
月
に
法
改
正
が

あ
り
、
す
べ
て
の
橋
梁
、

道
路
構
造
物
で
５
年
ご
と

の
点
検
が
義
務
づ
け
ら
れ

ま
し
た
。

問 

住
宅
耐
震
診
断
で
、

住
宅
耐
震
診
断
で
、

町
内
で
指
摘
さ
れ
た
そ
の

町
内
で
指
摘
さ
れ
た
そ
の

後
の
状
況
は
。

後
の
状
況
は
。

答 

耐
震
診
断
を
13
件
行

い
、
今
の
と
こ
ろ
そ
の
後

の
改
修
の
実
績
は
あ
り
ま

せ
ん
。
補
助
金
も
用
意
し

て
い
ま
す
が
、
改
修
費
用

は
個
人
負
担
が
多
く
か
か

る
た
め
、
難
し
い
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。

年　度 町たばこ税納税額
平成21年度 6,818万3,696円
平成22年度 6,731万3,055円
平成23年度 8,901万7,208円
平成24年度 9,153万9,403円
平成25年度 1億1,006万8,773円

安全対策のため拡幅工事が完了した丑起橋安全対策のため拡幅工事が完了した丑起橋
うしおこしばしうしおこしばし
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国民健康保険
歳入

歳出

差引

14 億 6,447 万円
14億 2,091 万円

4,356 万円

　歳入予算現額に対する収入率は100.2％、歳出予
算現額に対する執行率は97.3％です。本年度は、特
定保健指導対象者の減少と将来の医療費の適正化が
推進されました。

後期高齢者医療
歳入

歳出

差引

9,726 万円
9,448 万円
278万円

　歳入予算現額に対する収入率は99.4％、歳出予
算現額に対する執行率は96.5％です。歳入から歳出
を差し引いた実質収支額は278万円となり、翌年度
へ繰り越されました。

介 護 保 険
歳入

歳出

差引

9 億 2,162 万円
8億 9,538 万円

2,624 万円

　歳入予算現額に対する収入率は100.0％、歳出予
算現額に対する執行率は97.2％です。前年度に比べ
要介護・要支援認定者は28人増加、介護サービス
利用者は162人増加しました。

下 水 道 事 業
歳入

歳出

差引

2 億 4,084 万円
2億 3,320 万円

764万円

　歳入予算現額に対する収入率は100.6％、歳出予
算現額に対する執行率は97.4％です。歳入から歳出
を差し引いた実質収支額は764万円となり、翌年度
へ繰り越されました。

水

道

事

業

収益的収支
（ 消 費 税 込 ）

収入

支出

差引

2 億 4,074 万円
2億 3,221 万円

853万円

　年間有収水量は145万 5,148㎥で、前年度比
3,262㎥増加しました。また、事業収入２億4,074
万円、事業支出２億3,221万円で差引853万円の
純利益が計上されました。

資本的収支
（ 消 費 税 込 ）

収入

支出

差引

3,079 万円
1億 2,267 万円
△ 9,188 万円

　不足する額は、当年度分消費税資本的収支調整額
349万円、過年度分損益勘定留保資金8,839万円
で補填し、収支の均衡が図られました。

5

平成 25年度 特別会計決算の概要

町
た
ば
こ
税
の
５
ヵ

年
の
変
遷
は
。

，

，

，

問 

な
か
さ
と
公
園
で
は
、

か
さ
と
公
園
で
は
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
棟
の
利
用

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
棟
の
利
用

が
多
い
よ
う
だ
が
、
増
設

が
多
い
よ
う
だ
が
、
増
設

の
計
画
は
。

の
計
画
は
。

答 

今
の
と
こ
ろ
あ
り
ま

せ
ん
。

問 

学
校
警
備
保
障
委
託

学
校
警
備
保
障
委
託

料
に
つ
い
て
具
体
的
な
委

料
に
つ
い
て
具
体
的
な
委

託
内
容
と
、
東
西
幼
稚
園
、

託
内
容
と
、
東
西
幼
稚
園
、

東
西
小
学
校
、
中
学
校
で

東
西
小
学
校
、
中
学
校
で

の
委
託
料
の
違
い
の
要
因

の
委
託
料
の
違
い
の
要
因

は
。
は
。

答 

防
犯
・
火
災
監
視
サ
ー

ビ
ス
・
巡
回
サ
ー
ビ
ス
な

ど
で
す
。
教
室
ご
と
に
非

常
通
報
装
置
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　

幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、

園
舎
が
と
も
に
１
階
で
、

部
屋
数
の
差
も
ほ
ぼ
な
く
、

東
西
と
も
３
ク
ラ
ス
で
差

が
な
い
た
め
金
額
が
同
じ

と
考
え
ま
す
。
東
西
小
学

校
や
中
学
校
で
は
、
校
舎

の
広
さ
に
よ
り
警
備
す
る

範
囲
や
教
室
ご
と
の
非
常

装
置
の
数
の
違
い
に
よ
り
、

金
額
に
違
い
が
出
ま
す
。

問 

現
在
の
警
備
保
障
で

現
在
の
警
備
保
障
で

十
分
と
考
え
る
の
か
。

十
分
と
考
え
る
の
か
。

答 

小
中
学
校
、
幼
稚
園

と
も
に
24
時
間
の
監
視
体

制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

非
常
通
報
装
置
も
あ
り
ま

す
の
で
、
今
現
在
は
十
分

な
体
制
か
と
考
え
て
い
ま

す
。

問 
社
会
福
祉
協
議
会
の

社
会
福
祉
協
議
会
の

職
員
も
復
興
支
援
と
い
う

職
員
も
復
興
支
援
と
い
う

こ
と
で
給
与
削
減
に
協
力

こ
と
で
給
与
削
減
に
協
力

い
た
だ
け
る
と
の
こ
と

い
た
だ
け
る
と
の
こ
と

だ
っ
た
が
、
削
減
額
は
。

だ
っ
た
が
、
削
減
額
は
。

答 

平
成
25
年
７
月
か
ら

平
成
26
年
３
月
の
間
で
、

職
員
５
名
分
、６
％
の
削
減

を
行
い
、
78
万
２
，１
９
０

円
の
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。

問 

耕
畜
連
携
堆
肥
流
通

耕
畜
連
携
堆
肥
流
通

事
業
の
詳
細
は
。

事
業
の
詳
細
は
。

答 

麦
46 

ha
、
水
稲
１・５

ha
、
野
菜
１
ha
、
乳
用
牛

60
頭
、
肉
用
牛
１
６
０
頭
、

全
体
で
８
戸
で
す
。

問 

麦
わ
ら
を
燃
や
す
農

麦
わ
ら
を
燃
や
す
農

家
が
減
っ
て
き
て
い
る
が
、

家
が
減
っ
て
き
て
い
る
が
、

今
後
の
考
え
方
は
。

今
後
の
考
え
方
は
。

答 

わ
ら
の
焼
却
は
、
昨

今
若
干
少
な
く
な
っ
て
き

た
と
思
い
ま
す
。
機
械
を

使
っ
た
わ
ら
の
収
集
運
搬

を
利
用
す
る
頻
度
が
高
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、

す
べ
て
で
は
な
い
の
で
、
今

後
さ
ら
に
耕
畜
連
携
を
進

め
る
上
で
機
械
導
入
を
進

め
る
こ
と
も
必
要
に
な
る

と
考
え
ま
す
。
短
期
間
で

行
う
た
め
に
は
、
機
械
の

確
保
や
人
材
の
確
保
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
補
助

事
業
と
あ
わ
せ
今
後
、
わ

ら
の
焼
却
が
な
く
な
る
よ

う
な
努
力
を
し
て
い
き
た

い
。
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既
定
の
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
３
億
８
，９
９
３
万
５
，

０
０
０
円
が
追
加
さ
れ
、
予

算
の
総
額
は
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
51
億
２
，１
８
１
万

５
，０
０
０
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

歳
入
で
は
、地
方
特
例
交

付
金
・
地
方
交
付
税
・
国
庫

支
出
金
・
県
支
出
金
が
追
加

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
各
特
別

会
計
の
剰
余
金
と
、土
地
開

発
基
金
の
廃
止
に
よ
る
基
金

が
一
般
会
計
へ
繰
り
入
れ
さ

れ
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
社
会
保
障
・

税
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
事

業
や
予
防
接
種
法
の
改
正

に
よ
る
予
防
接
種
委
託
料
、

ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
基
金
市

町
村
提
案
型
事
業
等
が
追

加
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
工
事
関
係
で
は
、
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
外
壁
等

補
修
、
中
学
校
校
舎
北
側

駐
輪
場
雨
水
処
理
整
備
、
図

書
館
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
、

町
民
プ
ラ
ザ
の
非
常
照
明

改
修
工
事
の
予
算
が
追
加
さ

れ
ま
し
た
。

問 

過
誤
納
付
金
、
還
付

過
誤
納
付
金
、
還
付

加
算
金
の
町
内
の
状
況
は

加
算
金
の
町
内
の
状
況
は

は
。
は
。

答 

平
成
25
年
度
過
誤
納

付
金
及
び
還
付
加
算
金
が

68
件
あ
り
ま
し
た
。
39
件
が

法
人
町
民
税
に
か
か
る
も
の

で
す
。
還
付
加
算
金
は
16
件

あ
り
ま
し
た
。
本
町
で
は
、

未
払
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問 

カ
ラ
ー
印
刷
と
な
り

カ
ラ
ー
印
刷
と
な
り

広
報
ち
よ
だ
に
係
る
費
用

広
報
ち
よ
だ
に
係
る
費
用

が
増
え
た
が
、
さ
ら
に
安

が
増
え
た
が
、
さ
ら
に
安

く
印
刷
す
る
た
め
の
業
者

く
印
刷
す
る
た
め
の
業
者

選
定
等
含
め
、
費
用
低
減

選
定
等
含
め
、
費
用
低
減

努
力
は
行
っ
て
い
る
か
。

努
力
は
行
っ
て
い
る
か
。

答 

「
見
や
す
い
」
な
ど
住

民
の
方
か
ら
好
評
を
得
て

お
り
、
毎
月
16
ペ
ー
ジ
の

紙
面
を
カ
ラ
ー
で
印
刷
す

る
予
定
で
す
。
ま
た
昨
年

は
県
で
第
三
席
と
な
り
ま

し
た
。
担
当
職
員
は
他
町

で
は
２
名
以
上
の
と
こ
ろ

本
町
は
１
名
で
、
請
負
っ

た
業
者
と
打
ち
合
わ
せ
し

な
が
ら
編
集
し
て
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
人
数
、
予
算
の

中
で
精
一
杯
良
い
広
報
を

作
る
努
力
を
す
る
と
と
も

に
、
経
費
節
減
に
も
努
め

ま
す
。

問 

ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
基

ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
基

金
市
町
村
提
案
型
事
業
の

金
市
町
村
提
案
型
事
業
の

詳
細
は
。

詳
細
は
。

答 

11
月
頃
に
未
就
学
児

童
と
そ
の
保
護
者
約
13
組

を
、
赤
城
に
あ
る
青
少
年

の
家
で
、
森
林
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
体
験
す
る
ツ

ア
ー
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

歳
入
…
国
民
健
康
保
険
税

及
び
繰
越
金
が
追
加
さ
れ
、

前
期
高
齢
者
交
付
金
及
び
繰

入
金
が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
出
…
国
庫
支
出
金
及
び

退
職
者
医
療
交
付
金
の
精
算

返
還
金
や
一
般
会
計
繰
出
金

等
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

問 

４
月
の
保
険
料
の
改

４
月
の
保
険
料
の
改

定
で
、
今
後
運
営
が
好
転

定
で
、
今
後
運
営
が
好
転

し
た
場
合
、
基
金
の
積
み

し
た
場
合
、
基
金
の
積
み

立
て
は
可
能
と
な
る
の
か
。

立
て
は
可
能
と
な
る
の
か
。

答 

仮
に
好
転
し
黒
字
と

な
っ
た
場
合
、
基
金
を
積

み
立
て
る
こ
と
も
で
き
ま

す
が
、
当
面
は
様
子
を
伺

い
削
減
可
能
な
も
の
を
削

減
し
、
ま
ず
は
住
民
が
病

気
に
な
ら
な
い
施
策
を
進

め
て
い
き
た
い
。

　

歳
入
…
国
庫
支
出
金
を

減
額
し
、
一
般
会
計
繰
入
金

及
び
繰
越
金
が
追
加
さ
れ

ま
し
た
。

　

歳
出
…
国
庫
支
出
金
の

減
額
に
伴
い
特
定
財
源
が

補
正
さ
れ
、
諸
支
出
金
は
前

年
度
事
業
の
確
定
に
伴
い
、

償
還
金
及
び
一
般
会
計
繰
出

金
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

問 

介
護
認
定
者
が
今
後

介
護
認
定
者
が
今
後

さ
ら
に
増
え
る
こ
と
が
予

さ
ら
に
増
え
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
が
、
今
後
の
事

想
さ
れ
る
が
、
今
後
の
事

業
の
方
向
性
は
。

業
の
方
向
性
は
。

一
般
会
計
補
正
予
算 

主
な
質
疑

介

護

保

険

特
別
会
計
補
正

︵
第
１
号
︶

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正

︵
第
１
号
︶

補
正
予
算
第
２
号

補修工事が予定されている総合福祉センターの外壁補修工事が予定されている総合福祉センターの外壁
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監査報告監査報告
　審査に付された決算関係諸帳簿、証書類は整備さ
れており、計数的にも正確でありました。総体的に
基金運用も含め、ほぼ健全な行財政運営がなされて
おり、予算も効率よく執行され、行政目的が達成さ
れたものと認めるものです。
　歳入は町税及び各保険料の収納率が向上している
が、貴重な財源確保のため、さらなる徴収体制の強
化を望みます。歳出は適正かつ効率的な予算執行を
行い、今後とも行財政運営の合理化・効率化を図り
つつ、住民福祉の増進と、活力ある町づくりのため、
より一層努力されることを期待して審査意見としま
す。

千代田町監査委員　白石 正躬
　　　　　　　　　青木 國生

答 

町
で
は
、
介
護
給
付

費
を
支
出
し
て
い
る
他
、

近
年
積
極
的
に
地
区
に
行

き
、
予
防
と
し
て
介
護
に

陥
ら
な
い
た
め
の
講
習
等

行
っ
て
い
ま
す
。
健
康
で

い
る
こ
と
で
、
給
付
費
を

圧
縮
で
き
ま
す
の
で
、
さ

ら
に
予
防
事
業
に
努
め
て

い
き
た
い
。

　

歳
入
…
受
益
者
負
担
金

及
び
下
水
道
使
用
料
の
滞

納
繰
越
分
と
一
般
会
計
繰
入

金
及
び
繰
越
金
が
追
加
さ

れ
ま
し
た
。

　

歳
出
…
一
般
管
理
費
及
び

公
共
下
水
道
管
き
ょ
管
理
費

と
一
般
会
計
繰
出
金
が
追
加

さ
れ
ま
し
た
。

　

1010
月
３
日
、
西
保
育
園
の
遠
足
が
あ
り
ま
し

月
３
日
、
西
保
育
園
の
遠
足
が
あ
り
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
遊
び
、
お
い
し
い

た
。
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
遊
び
、
お
い
し
い

お
弁
当
を
食
べ
ま
し
た
。

お
弁
当
を
食
べ
ま
し
た
。

ま
ち
の
財
政
は
﹁
健
全
﹂

ま
ち
の
財
政
は
﹁
健
全
﹂

　

平
成
25
年
度
決
算
の
町

監
査
委
員
に
よ
る
審
査
の

結
果
、
財
政
健
全
化
判
断

比
率
と
公
営
企
業
の
経
営

健
全
化
判
断
比
率
は
、
い

ず
れ
も
国
の
早
期
健
全
化

基
準
を
下
回
っ
て
お
り
、

適
正
と
判
断
さ
れ
ま
し

た
。

項  目 補 正 額 補 正 後 予 算

一般会計（第２号） ３億8,993万 5,000円 51億2,181万5,000円

国民健康保険特別会計（第１号） 4,304万 0,000円 15億3,222万 0,000円

介護保険特別会計（第１号） 2,075万 0,000円 9億8,972万4,000円

下水道事業特別会計（第１号） 1,097 万1,000円 2億9,137万3,000円

平成 26年度   一般会計・特別会計補正予算

健全化判断比率 比　　率 国の早期
健全化基準

実 質 赤 字 比 率 －％ 15.0％

連結実質赤字比率 －％ 20.0％

実質公債費比率 6.0％ 25.0％

将 来 負 担 比 率 －％ 350.0％

特別会計 資金不足比率 国の経営
健全化基準

下 水 道 事 業 －％ 20.0％

水 道 事 業 －％ 20.0％

※比率が算定されない場合は、「－」（該当なし）と表記

下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正

︵
第
１
号
︶

表紙の説明
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手
話
言
語
法
制
定
を
求
め
る
意
見
書
の

手
話
言
語
法
制
定
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
請
願

提
出
を
求
め
る
請
願
︵
平
成

︵
平
成  

2626
年
請
願
第
２
号
︶

年
請
願
第
２
号
︶

・
提　
出　
者　

館
林
市
聴
覚
障
害
者
福
祉
協
会　

会
長　

早
川 

健
一
氏

・
紹
介
議
員　

野
村  

智
一

・
付　
託　
先　

福
祉
産
業
常
任
委
員
会

手
話
言
語
法
制
定
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
に
つ
い

て
、
紹
介
議
員
で
あ
る
野
村
智
一
議
員
か
ら
説
明
が
あ
り
、
福
祉
産

業
常
任
委
員
会
に
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

福
祉
産
業
常
任
委
員
会
委
員
長
よ
り
議
会
へ
報
告
が
あ
り
採
択
さ
れ
、

発
議
第
１
号
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

発　議
　「改正障害者基本法」において、「全て障害者は、可
能な限り、手話を含む言語その他の意思疎通のための
手段についての選択の機会が確保される」と定められ
ておりますが、法的な整備が追いついていない状況に
あります。
　そのため、ろう者が最も自然と感じる言語、優れた
コミュニケーション手段としての可能性を持つ「手話」
の使用や発展に資するため、国に対して「手話言語法」
の制定を求めるものです。　

審議議案と議員の賛否（第３回定例会）
野
村　

智
一

髙
橋　

祐
二

坂
部　

敏
夫

襟
川　

仁
志

金
子　

孝
之

小
林　

正
明

柿
沼　

英
己

富
岡　

芳
男

細
田　

芳
雄

黒
澤　

兵
司

青
木　

國
生

福
田　

正
司

議 決 結 果
（賛成：反対）

第３回定例会
議案 30 号 東毛広域市町村圏振興整備組合規約の変更に関する協議について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案 31 号 館林市外五町障害程度区分認定審査会共同設置規約の変更に関する協議について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案 32 号 千代田町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案 33 号 千代田町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案 34 号 千代田町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案 35 号 千代田町土地開発基金条例を廃止する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）
議案 36 号 千代田町税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）
議案 37 号 千代田町福祉医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）
議案 38 号 平成26年度千代田町一般会計補正予算 (第２号 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）
議案 39 号 平成26年度千代田町国民健康保険特別会計補正予算 (第１号 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）
議案 40 号 平成26年度千代田町介護保険特別会計補正予算 (第１号 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）
議案 41 号 平成26年度千代田町下水道事業特別会計補正予算 (第１号 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）
認定　1号 平成25年度千代田町一般会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 認定（11：0）
認定　2号 平成25年度千代田町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 認定（11：0）
認定　3号 平成25年度千代田町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 認定（11：0）
認定　4号 平成25年度千代田町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 認定（11：0）
認定　5号 平成25年度千代田町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 認定（11：0）
認定　6号 平成25年度千代田町水道事業会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 認定（11：0）
請願　2号 手話言語法制定を求める意見書の提出を求める請願書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 採択（11：0）
発議　1号「手話言語法」制定を求める意見書の提出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議　案　名

議　員　名

※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します（○は賛成、×は反対）

可
決採決の結果、全会一致で「手

話言語法」制定を求める意見
書の提出が可決されました。
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　町民の皆様を代表して、７名の議員が、一般質問を

行いました。

 細田 芳雄 議員　　　　　　　10 ページ

 1. 千代田町における新規工業団地計画の事業進
  捗状況について

 小林 正明 議員　　　　　　　11 ページ

 1. 山屋記念図書館の増改築について

 柿沼 英己 議員　　　　　　　12 ページ

 1. 千代田町の子ども子育て支援の拡充について

 野村 智一 議員　　　　　　　13 ページ

 1. 管理不足な土地建物等の有効活用について
　2. 将来を見据えた農業政策について

 坂部 敏夫 議員　　　　　　　14 ページ

 1. 国民健康保険の保険料の抑制策について
　2. 千代田町の環境は安全ですか
  放射線の定点観測状況を問う
 3. 館林厚生病院の受診割合を伺う
 4. 新規工業団地への誘致企業に関して

 黒澤 兵司 議員　　　　　　　15 ページ

 1. 新規工業団地事業は「実効性のある事業」に
  なるのか

 髙橋 祐二 議員　　　　　　　16 ページ

 1. 町の防災対策について
　2. 町長の政治姿勢について
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細
田
事
業
計
画
の
進

事
業
計
画
の
進

捗
状
況
は
。

捗
状
況
は
。

町
長
平
成
21
年
度
よ
り

工
業
団
地
誘
致
検

討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
置

し
、
立
地
条
件
や
採
算
性
、

農
林
調
整
等
を
考
慮
し
な

が
ら
、
新
規
工
業
団
地
の

誘
致
検
討
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
工
業
団
地
に
隣
接

す
る
18・４
ha
を
候
補
地
と

し
て
、
平
成
25
年
度
よ
り

関
係
機
関
と
の
調
整
協
議

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、

進
出
企
業
が
決
定
さ
れ
て

な
い
こ
と
か
ら
、
平
成
27

年
度
夏
頃
の
即
時
編
入
に

は
乗
れ
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

細
田
新
規
工
業
団
地

新
規
工
業
団
地

の
区
域
が
優
良

の
区
域
が
優
良

農
地
で
あ
る
こ
と
を
町
側

農
地
で
あ
る
こ
と
を
町
側

は
認
識
し
て
い
た
の
か
。

は
認
識
し
て
い
た
の
か
。

町
長
本
町
は
ど
こ
を
候

補
地
に
し
て
も
農

振
農
用
地
、
優
良
農
地
を

避
け
ら
れ
な
い
状
況
の
た

め
、
農
林
調
整
協
議
が
最

大
の
課
題
で
あ
る
こ
と
は

十
分
認
識
し
て
い
ま
す
。

細
田
事
業
計
画
が
１

事
業
計
画
が
１

年
半
遅
れ
る
理

年
半
遅
れ
る
理

由
と
、
そ
の
後
の
推
進
は

由
と
、
そ
の
後
の
推
進
は

ど
う
な
る
の
か
。

ど
う
な
る
の
か
。

町
長
本
年
６
月
よ
り
農

林
調
整
協
議
を

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
関

東
農
政
局
よ
り
農
地
の
中

央
部
を
工
業
団
地
に
編
入

す
る
こ
と
は
、
周
囲
に
与

え
る
影
響
が
大
き
く
、
許

容
で
き
な
い
と
の
こ
と
で

す
。
ま
た
既
存
の
工
業
団

地
に
沿
う
よ
う
な
東
西
に

細
長
い
形
状
が
望
ま
し
い

が
、
現
候
補
地
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
理
由
が
あ
っ

た
場
合
に
は
協
議
の
余
地

は
残
る
と
の
見
解
で
す
。

　

こ
の
意
見
を
受
け
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
検

討
し
た
と
こ
ろ
、
現
候
補

地
は
、
立
地
の
優
位
性
、

周
辺
農
地
の
基
盤
整
備
状

況
や
地
権
者
、
耕
作
者
様

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と

地
元
説
明
会
に
よ
り
得
ら

れ
た
協
力
の
意
向
を
受
け

選
定
し
た
候
補
地
で
あ
り
、

市
街
化
区
域
編
入
を
引

き
続
き
目
指
す
こ
と
と
し

ま
す
。
当
初
の
最
短
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
平
成
30
年
度

分
譲
開
始
に
対
し
約
２
年

は
遅
れ
ま
す
が
、
現
候
補

地
で
の
事
業
化
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

細
田
進
出
す
る
企
業

進
出
す
る
企
業

の
優
遇
措
置
は
。

の
優
遇
措
置
は
。

副
町
長
近
隣
商
業
地
域
と

ほ
ぼ
同
じ
条
件
を

考
え
て
い
ま
す
。

細
田
今
後
の
企
業
誘

今
後
の
企
業
誘

致
活
動
の
考
え

致
活
動
の
考
え

は
。
は
。

副
町
長
業
種
を
絞
っ
て
進

出
し
た
い
企
業
が

あ
る
の
か
再
度
確
認
を
行

い
、
早
急
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
会
議
の
メ
ン
バ
ー
が
企

業
に
打
診
を
し
て
い
き
ま

す
。
職
種
は
食
品
や
機
械

関
係
の
企
業
を
考
え
て
い

ま
す
。

新規工業団地候補地

細田 芳雄議員

新
規
工
業
団
地
計
画
の

　
　
　
　

事
業
進
捗
状
況
に
つ
い
て

町
長-

現
候
補
地
で
の
事
業
化
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
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小
林
将
来
の
増
改
築

将
来
の
増
改
築

の
可
能
性
は
。

の
可
能
性
は
。

教
育
長
小
さ
い
図
書
館
な

り
に
工
夫
し
運
営

し
て
き
ま
し
た
が
、
建
物

の
大
き
さ
に
も
限
界
が
あ

り
、
空
き
ス
ペ
ー
ス
や
空

間
が
少
な
く
、
将
来
的
に

は
増
改
築
も
視
野
に
入
れ
、

財
政
状
況
を
考
慮
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

小
林
快
適
な
館
内
環

快
適
な
館
内
環

境
づ
く
り
に
つ
い

境
づ
く
り
に
つ
い

て
ど
う
考
え
る
の
か
。

て
ど
う
考
え
る
の
か
。

教
育
長
平
成
23
年
度
に

地
域
子
育
て
創
生

事
業
に
よ
り
、「
赤
ち
ゃ
ん

の
駅
」
と
し
て
授
乳
用
の

ポ
ッ
ト
や
パ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
や
お
む
つ
交
換
台
な
ど

の
保
育
ス
ペ
ー
ス
を
設
置

し
、
子
育
て
世
代
の
方
に

も
配
慮
し
て
い
ま
す
が
、

お
む
つ
交
換
台
は
多
目
的

ト
イ
レ
内
に
あ
り
、
狭
い

の
が
実
情
で
す
。
増
改
築

と
い
う
視
点
に
立
っ
た
場

合
に
は
検
討
し
た
い
。

小
林
展
示
ホ
ー
ル
の

展
示
ホ
ー
ル
の

必
要
性
に
つ
い
て

必
要
性
に
つ
い
て

伺
う
。

伺
う
。

教
育
長
将
来
的
に
図
書
館

を
増
改
築
す
る
場

合
に
は
、
展
示
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
に
も
配
慮
し
て
い

き
た
い
。

小
林
休
憩
ス
ペ
ー
ス
の

休
憩
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
が
必
要
と

確
保
が
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

考
え
る
が
ど
う
か
。

教
育
長
近
隣
の
新
し
い
図

書
館
や
複
合
施

設
と
な
っ
て
い
る
図
書
館

に
は
、
休
憩
ス
ペ
ー
ス
や

飲
食
可
能
な
ス
ペ
ー
ス
が

確
保
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

図
書
が
置
い
て
あ
る
エ
リ

ア
は
す
べ
て
の
図
書
館
で

飲
食
禁
止
と
な
っ
て
い
ま

す
。
山
屋
記
念
図
書
館
で

は
熱
中
症
予
防
対
策
の
観

点
か
ら
、数
年
前
よ
り
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
や
水
筒
な
ど
の

蓋
付
き
の
飲
み
物
は
使
用

可
能
に
し
て
い
ま
す
。
今

後
増
改
築
す
る
場
合
に

は
、
休
憩
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
に
も
配
慮
し
、
そ
の
運

営
に
つ
い
て
も
検
討
し
た

い
。小

林
次
世
代
に
誇
り

次
世
代
に
誇
り

を
持
っ
て
残
せ
る

を
持
っ
て
残
せ
る

遺
産
と
し
て
受
け
継
が
れ
、

遺
産
と
し
て
受
け
継
が
れ
、

有
効
活
用
で
き
る
図
書
館

有
効
活
用
で
き
る
図
書
館

作
り
に
つ
い
て
。

作
り
に
つ
い
て
。

教
育
長
公
立
図
書
館
は
町

民
の
要
求
、
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
機
関
で
す
。

増
改
築
の
前
に
は
、
地
域

住
民
の
意
見
が
十
分
に
反

映
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
図
書
館
の
可
能
性
を
拡

大
さ
せ
て
い
く
た
め
に
も
、

多
く
の
人
た
ち
に
参
加
を

し
て
い
た
だ
い
て
考
え
て

い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。
図
書
館
に
は
、

図
書
館
協
議
会
と
い
う
も

の
が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
ま
ず
は
協
議
会
に

お
い
て
地
域
の
要
求
・
要

望
を
受
け
と
め
て
検
討
し

た
い
。

小林 正明議員

山
屋
記
念
図
書
館
の
増
改
築
に
つ
い
て

教
育
長-

財
政
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
検
討
し
た
い山屋記念図書館
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柿
沼
子
育
て
環
境
は

子
育
て
環
境
は

群
馬
県
の
中
で

群
馬
県
の
中
で

も
良
好
で
あ
る
と
判
断
を

も
良
好
で
あ
る
と
判
断
を

し
て
い
る
。
来
年
度
か
ら

し
て
い
る
。
来
年
度
か
ら

新
制
度
に
な
り
、
５
ヵ
年

新
制
度
に
な
り
、
５
ヵ
年

計
画
で
策
定
を
義
務
づ
け

計
画
で
策
定
を
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ

ら
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

　

ま
た
、
子
ど
も
子
育
て

　

ま
た
、
子
ど
も
子
育
て

会
議
で
の
議
論
は
ど
う
か
。

会
議
で
の
議
論
は
ど
う
か
。

幼
児
教
育
あ
る
い
は
保
育

幼
児
教
育
あ
る
い
は
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
量
、
質
の
改

サ
ー
ビ
ス
の
量
、
質
の
改

善
は
具
体
的
に
ど
う
な
る

善
は
具
体
的
に
ど
う
な
る

の
か
。

の
か
。

町
長
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
法
の
施
行
が

平
成
27
年
４
月
に
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

新
制
度
は
、
少
子
高
齢

化
が
急
速
に
進
む
中
、
平

成
15
年
に
成
立
し
た
次
世

代
育
成
支
援
対
策
推
進
法

に
基
づ
き
、
各
自
治
体
に

お
い
て
平
成
17
年
度
よ
り

行
動
計
画
を
策
定
し
、
子

育
て
支
援
を
推
進
し
て
き

ま
し
た
。

　

町
で
は
平
成
27
年
４
月

か
ら
の
５
ヵ
年
計
画
で
千

代
田
町
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
を
策
定
し

ま
す
。
昨
年
度
行
っ
た
子

育
て
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を

参
考
に
町
計
画
素
案
に
つ

い
て
町
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
に
内
容
の
検
討
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
が
、
計

画
案
が
で
き
た
ら
、
議
会

へ
説
明
を
し
ま
す
。

　

千
代
田
町
は
、
保
育
園
、

幼
稚
園
、
学
童
ク
ラ
ブ
な

ど
は
待
機
児
童
も
な
く
、

そ
の
質
の
改
善
に
努
力
し

て
い
ま
す
。

柿
沼
放
課
後
の
学
童

放
課
後
の
学
童

ク
ラ
ブ
の
充
実

ク
ラ
ブ
の
充
実

に
つ
い
て
問
う
。

に
つ
い
て
問
う
。

町
長
平
成
27
年
４
月
よ

り
法
改
正
が
予
定

さ
れ
、
小
学
校
就
学
児
童

と
改
め
ら
れ
、
小
学
校
６

年
生
ま
で
の
利
用
が
可
能

と
な
り
ま
す
。
東
西
学
童

ク
ラ
ブ
と
も
現
状
で
は
定

員
に
つ
い
て
ま
だ
余
裕
が

あ
り
ま
す
が
、
希
望
が
多

い
場
合
は
、
対
策
を
検
討

し
ま
す
。

柿
沼
保
育
園
で
の
ゼ
ロ

保
育
園
で
の
ゼ
ロ

歳
児
か
ら
３
歳

歳
児
か
ら
３
歳

児
、
こ
の
受
け
入
れ
拡
大

児
、
こ
の
受
け
入
れ
拡
大

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

町
長
低
年
齢
児
の
受
け

入
れ
は
平
成
12
年

度
よ
り
開
始
し
、
徐
々
に

で
す
が
増
加
を
し
、
ゼ
ロ

歳
児
か
ら
３
歳
児
で
は
こ

こ
数
年
は
１
５
０
人
前
後

で
す
。
現
在
、
待
機
児
童

は
い
ま
せ
ん
。

柿
沼
子
育
て
事
業
の

子
育
て
事
業
の

保
育
園
、
学
童

保
育
園
、
学
童

ク
ラ
ブ
に
伴
う
職
員
の
増

ク
ラ
ブ
に
伴
う
職
員
の
増

員
あ
る
い
は
職
員
の
待
遇

員
あ
る
い
は
職
員
の
待
遇

は
ど
う
な
る
の
か
。

は
ど
う
な
る
の
か
。

町
長
入
園
・
入
所
希
望

者
が
増
え
た
場

合
、
職
員
の
増
員
な
ど
体

制
等
整
備
を
し
て
い
き
た

い
。

　

ま
た
、
職
員
の
待
遇
の

改
善
、
給
与
な
ど
の
賃
金

は
、
公
営
の
施
設
で
す
の

で
、
近
隣
市
町
の
保
育
園

給
与
水
準
を
参
考
に
し
て

調
整
を
図
っ
て
い
ま
す
。

元気な保育園の子どもたち

柿沼 英己議員

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
拡
充
を
問
う

町
長-

質
の
改
善
に
努
力
し
て
い
ま
す
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野
村
町
内
の
空
き
家
・

町
内
の
空
き
家
・

空
き
地
等
の
管

空
き
地
等
の
管

理
不
足
の
不
動
産
の
現
況

理
不
足
の
不
動
産
の
現
況

把
握
を
し
て
い
る
の
か
。

把
握
を
し
て
い
る
の
か
。

町
長
把
握
は
し
て
い
ま

せ
ん
。

野
村
管
理
不
足
の
不

管
理
不
足
の
不

動
産
は
、
地
域

動
産
は
、
地
域

環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
が
あ
る
が
、
町
の

お
そ
れ
が
あ
る
が
、
町
の

対
応
は
。

対
応
は
。

町
長
空
き
家
・
空
き
地

を
適
正
に
管
理
す

る
の
は
、
所
有
者
の
管
理

義
務
で
す
。
適
正
管
理
に

係
る
町
か
ら
の
お
願
い
は
、

道
路
へ
の
樹
木
の
は
み
出

し
等
に
つ
い
て
、
町
広
報

で
適
正
な
管
理
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。
ま
た
住
民

か
ら
の
苦
情
は
建
設
水
道

課
か
ら
所
有
者
に
連
絡
し
、

さ
ら
に
悪
影
響
と
な
る
雑

草
の
繁
茂
、
虫
の
発
生
等

は
、
環
境
保
健
課
か
ら
所

有
者
に
連
絡
を
と
っ
て
い

ま
す
。

野
村
空
き
家
・
空
き
地

空
き
家
・
空
き
地

の
有
害
な
放
置

の
有
害
な
放
置

物
件
、
再
生
可
能
物
件
と

物
件
、
再
生
可
能
物
件
と

し
て
分
け
て
今
後
の
対
策

し
て
分
け
て
今
後
の
対
策

は
。
は
。町

長
有
効
活
用
を
図
る

観
点
か
ら
、
空
き

家
の
有
効
活
用
と
い
っ
た

方
法
も
、
群
馬
県
は
窓
口

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
今
後
特
に
空
き
家
に

つ
い
て
は
、
実
態
把
握
に

つ
い
て
調
査
検
討
を
進
め

野村 智一議員

管
理
不
足
な
土
地
建
物
等
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

町
長-

実
態
把
握
に
努
め
、
調
査
検
討
を
進
め
ま
す

将
来
を
見
据
え
た
農
業
政
策
は

な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。野

村
農
業
の
後
継
者

農
業
の
後
継
者

や
新
規
の
担
い

や
新
規
の
担
い

手
の
確
保
と
育
成
に
つ
い

手
の
確
保
と
育
成
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
支
援
対

て
、
ど
の
よ
う
な
支
援
対

策
を
と
っ
て
い
る
の
か
。

策
を
と
っ
て
い
る
の
か
。

町
長
後
継
者
不
足
が
懸

念
さ
れ
て
い
る

が
、
現
在
42
名
の
認
定
農

業
者
が
お
り
、
農
業
基
盤

の
強
化
を
図
る
た
め
長
期

的
な
計
画
を
立
て
、
所
得

の
確
保
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
専
門
的
な
指

導
機
関
と
連
携
し
、
新
た

な
担
い
手
と
し
て
農
業
の

法
人
化
も
見
据
え
た
支
援

を
し
て
い
く
対
策
を
と
っ

て
い
ま
す
。

野
村
法
人
化
等
も
含

法
人
化
等
も
含

め
、
今
後
の
農

め
、
今
後
の
農

業
振
興
策
は
。

業
振
興
策
は
。

町
長
本
町
は
米
麦
が
主

体
で
あ
り
、
経
営

に
は
大
き
な
面
積
が
必
要

と
な
る
こ
と
か
ら
、
今
後

増
加
が
予
想
さ
れ
る
農
業

経
営
を
リ
タ
イ
ア
す
る
高

齢
者
や
非
農
家
の
不
耕
作

地
を
集
積
し
、
効
率
の
良

い
経
営
を
目
指
し
ま
す
。

そ
し
て
今
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
農

※

地
中
間
管

理
機
構
を
活
用
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※農地中間管理機構
耕作しなくなった農地を
預け、農業の担い手は条
件に合う農地を借りるこ
とができる制度。頼もしい若手農業後継者
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坂
部
町
が
進
め
る
国

町
が
進
め
る
国

民
健
康
保
険
料

民
健
康
保
険
料

の
赤
字
の
具
体
的
な
対
策

の
赤
字
の
具
体
的
な
対
策

を
伺
う
。

を
伺
う
。

住
民
福
祉
課
長

医
療
費

の
抑
制

策
と
し
て
は
、健
康
に
な
っ

て
い
た
だ
く
の
が
一
番
で
、

保
健
セ
ン
タ
ー
と
国
民
健

康
保
険
事
業
が
タ
イ
ア
ッ

プ
し
、
特
定
健
診
を
５
月

の
集
団
健
診
と
あ
わ
せ
て

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結

果
に
よ
り
保
健
指
導
も
行

い
、
生
活
習
慣
の
早
期
改

善
で
重
症
に
な
ら
な
い
よ

う
予
防
す
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の

ほ
か
健
康
電
話
ダ
イ
ヤ
ル

相
談
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
の
推
奨
、
重
複
や
多

受
診
者
宅
へ
の
訪
問
な
ど
、

坂部 敏夫議員

医
療
費
の
適
正
化
・
抑
制

に
努
め
て
い
ま
す
。

部
科
学
省
か
ら
示
さ
れ
た

基
準
値
を
大
き
く
下
回
っ

て
い
ま
す
の
で
、
原
発
事

故
後
か
ら
今
日
ま
で
本
町

は
安
全
な
状
況
で
あ
っ
た

と
判
断
し
て
い
ま
す
。

０
％
、
千
代
田
町
が
５
・

６
％
と
な
り
、
１
市
５
町

以
外
の
県
内
利
用
者
が
２・

５
％
、
全
く
の
県
外
利
用

者
が
９・９
％
で
す
。

坂
部
新
規
工
業
団
地
へ

新
規
工
業
団
地
へ

の
誘
致
企
業
は

の
誘
致
企
業
は

ど
の
よ
う
な
業
種
を
予
定

ど
の
よ
う
な
業
種
を
予
定

し
て
い
る
の
か
。

し
て
い
る
の
か
。

建
設
水
道
課
長

経
済
状

況
を
見

る
と
贅
沢
な
話
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
希
望
と
し
て
は

食
品
関
連
の
製
造
業
、
あ

る
い
は
医
薬
品
関
連
の
企

業
を
誘
致
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

町
の
環
境
は
安
全
か

坂
部
町
の
環
境
は
安

町
の
環
境
は
安

全
か
、
放
射
線
の

全
か
、
放
射
線
の

定
点
観
測
状
況
を
伺
う
。

定
点
観
測
状
況
を
伺
う
。

環
境
保
健
課
長

平
成
23

年
９
月

か
ら
町
内
10
ヵ
所
で
定
点

測
定
を
し
、
環
境
省
や
文

坂
部
館
林
厚
生
病
院
の

館
林
厚
生
病
院
の

そ
れ
ぞ
れ
の
市
・

そ
れ
ぞ
れ
の
市
・

町
の
受
診
割
合
を
伺
う
。

町
の
受
診
割
合
を
伺
う
。

環
境
保
健
課
長

平
成
25

年
度
の

館
林
厚
生
病
院
に
つ
い
て

１
市
５
町
等
の
利
用
者
割

合
は
、館
林
市
が
52・６
％
、

板
倉
町
が
８・７
％
、
明
和

町
が
５・８
％
、
大
泉
町
が

２・９
％
、
邑
楽
町
が
12
・

新
規
工
業
団
地
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
の
抑
制
策
に
つ
い
て

住
民
福
祉
課
長-

生
活
習
慣
の
改
善
で
重
症
に

　
　
　
　
　
　
　

  　

な
ら
な
い
よ
う
予
防
し
ま
す

生涯スポーツで健康増進



一 般 質 問

15 千代田町議会だより「大河」  128 号　平成 26 年 10 月 25 日発行

黒
澤
地
権
者
の
１
０

地
権
者
の
１
０

０
％
の
同
意
や

０
％
の
同
意
や

進
出
企
業
の
決
定
条
件
は

進
出
企
業
の
決
定
条
件
は

ク
リ
ア
で
き
た
の
か
。

ク
リ
ア
で
き
た
の
か
。

町
長
現
段
階
で
ク
リ
ア

で
き
な
い
た
め
、

当
初
の
最
短
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
平
成
30
年
度
の
分
譲

開
始
に
対
し
、
約
２
年
は

遅
れ
が
生
じ
ま
す
。

黒
澤
本
町
の
候
補
地

本
町
の
候
補
地

の
区
域
案
が
認

の
区
域
案
が
認

め
ら
れ
な
い
理
由
は
。

め
ら
れ
な
い
理
由
は
。

町
長
関
東
農
政
局
の
見

解
で
は
、
一
団
の

農
地
の
中
央
部
を
工
業
団

地
に
編
入
す
る
こ
と
は
周

囲
に
与
え
る
影
響
が
大
き

い
た
め
許
容
で
き
な
い
。

既
存
工
業
団
地
に
沿
う
よ

う
な
東
西
に
細
長
い
形
状

が
望
ま
し
く
、
現
在
の
区

域
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

明
確
な
理
由
、
例
え
ば
進

出
企
業
が
希
望
し
て
い
る

等
で
あ
れ
ば
協
議
の
余
地

は
残
る
と
の
こ
と
で
す
。

黒
澤
区
域
の
変
更
や

区
域
の
変
更
や

新
候
補
地
の
考

新
候
補
地
の
考

え
は
。

え
は
。

町
長
地
権
者
、
耕
作
者

様
か
ら
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
や
地
元
説
明

会
で
高
い
賛
同
を
頂
き
ま

し
た
こ
と
を
真
摯
に
受
け

と
め
、
引
き
続
き
現
候
補

地
で
の
事
業
化
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

黒
澤
関
東
農
政
局
と

関
東
農
政
局
と

の
協
議
は
白
紙

の
協
議
は
白
紙

状
態
な
の
か
。

状
態
な
の
か
。

建
設
水
道
課
長

白
紙
で

は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
だ
協
議
の
余

地
は
残
っ
て
い
ま
す
が
、

「
細
長
い
区
域
取
り
は
検
討

で
き
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
」

と
い
う
程
度
の
お
話
で
す
。

今
の
候
補
地
の
区
域
が
全

く
だ
め
だ
と
い
う
も
の
で

は
な
く
、
今
の
形
を
工
業

団
地
に
編
入
し
て
い
く
に

当
た
っ
て
も
っ
と
強
い
理

由
づ
け
が
ほ
し
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

黒
澤
明
和
新
工
業
団

明
和
新
工
業
団

地
で
は
進
出
企

地
で
は
進
出
企

業
が
決
定
し
て
い
な
い
の

業
が
決
定
し
て
い
な
い
の

に
工
業
団
地
が
決
定
し
、

に
工
業
団
地
が
決
定
し
、

地
権
者
と
契
約
が
進
ん
で

地
権
者
と
契
約
が
進
ん
で

い
る
と
聞
く
が
。

い
る
と
聞
く
が
。

建
設
水
道
課
長

明
和
町

は
５
年

前
の
定
期
見
直
し
に
協
議

を
進
め
ま
し
た
。
実
質
は

そ
の
２
年
前
に
動
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
約

７
年
前
か
ら
協
議
を
し
て

い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

黒
澤
新
規
工
業
団
地

新
規
工
業
団
地

は
2727
年
度
夏
の

年
度
夏
の

協
議
で
結
論
が
出
せ
る
の

協
議
で
結
論
が
出
せ
る
の

か
。
か
。

建
設
水
道
課
長

確
約
は

で
き
ま

せ
ん
が
、
精
い
っ
ぱ
い
最

大
限
の
努
力
は
し
て
い
き

た
い
。

黒
澤
新
規
工
業
団
地

新
規
工
業
団
地

は
実
効
性
の
あ

は
実
効
性
の
あ

る
事
業
に
な
る
の
か
。

る
事
業
に
な
る
の
か
。

建
設
水
道
課
長

で
き
る

だ
け
早

い
時
期
に
進
出
企
業
を
見

つ
け
て
、
県
企
業
局
の
事

業
化
の
確
定
を
取
り
つ
け

ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。

黒澤 兵司議員

新
規
工
業
団
地
は
実
効
性
の
あ
る
事
業
に　

な
る
の
か

町
長-

事
業
化
の
確
定
に
向
け
頑
張
り
ま
す

新規工業団地候補地
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し
て
も
最
大
限
の
協
力
を

し
て
い
ま
す
。

髙
橋
昨
年
か
ら
腰
痛

昨
年
か
ら
腰
痛

で
２
度
、
定
例

で
２
度
、
定
例

議
会
を
全
日
程
欠
席
し
た

議
会
を
全
日
程
欠
席
し
た

が
、
今
後
し
っ
か
り
町
長

が
、
今
後
し
っ
か
り
町
長

職
を
全
う
で
き
る
の
か
。

職
を
全
う
で
き
る
の
か
。

町
長
春
先
か
ら
腰
痛
の

原
因
が
わ
か
ら

ず
、
公
務
も
副
町
長
に
委

ね
た
こ
と
に
は
公
務
放
棄

と
と
る
方
々
も
あ
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
都

度
相
談
あ
る
い
は
指
示
を

出
し
な
が
ら
処
理
を
さ
せ

て
き
ま
し
た
の
で
、
私
自

身
は
公
務
を
放
棄
し
た
と

は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今

後
も
治
療
を
継
続
し
、
公

務
に
邁
進
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

髙
橋
町
の
防
災
計
画

町
の
防
災
計
画

は
想
定
外
の
災

は
想
定
外
の
災

害
に
も
対
応
可
能
な
の
か
。

害
に
も
対
応
可
能
な
の
か
。

町
長
土
砂
災
害
な
ど
で

は
、
避
難
指
示
の

遅
れ
が
多
く
の
犠
牲
者
を

出
し
た
一
つ
の
要
因
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
本
町
で

は
情
報
を
集
約
し
、
防
災

行
政
無
線
や
安
全
・
安
心

メ
ー
ル
を
活
用
し
て
、
正

確
・
迅
速
な
情
報
の
伝
達

体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

非
常
事
態
の
備
え
で
は

食
料
、
飲
料
水
及
び
生
活

必
需
品
の
備
蓄
と
併
せ
て
、

災
害
時
に
お
け
る
飲
料
水

提
供
に
関
す
る
協
定
を
３

社
と
締
結
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
行
動
要
支
援
者
へ

の
対
応
で
は
、
避
難
支
援

プ
ラ
ン
を
平
成
21
年
度
に

策
定
済
み
で
あ
り
ま
す
が
、

自
主
防
災
組
織
、
民
生
委

員
等
の
協
力
を
得
な
が
ら

個
別
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

職
員
動
員
計
画
で
は
、

初
期
動
員
配
備
と
し
て
防

災
・
道
路
管
理
・
農
政
担

当
部
署
を
招
集
し
、
そ
の

後
、
災
害
警
戒
本
部
や
対

策
本
部
を
設
置
し
、
町
内

巡
視
活
動
を
行
わ
せ
、
防

災
活
動
に
努
め
ま
す
。

町
長
の
政
治
姿
勢
を
問
う

髙橋 祐二議員

　

区
画
整
理
事
業
は
事
業

終
結
に
向
け
、
残
す
は
換

地
処
分
、
本
登
記
と
精
算

事
務
、
そ
し
て
保
留
地
処

分
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
終
段
階
を
迎
え
、
町
と

髙
橋
自
主
防
災
組
織
の

自
主
防
災
組
織
の

設
置
状
況
と
活
動

設
置
状
況
と
活
動

補
助
金
に
つ
い
て
。

補
助
金
に
つ
い
て
。

総
務
課
長

町
内
に
は
赤

岩
３
区
の
五

反
田
地
区
、
桧
内
地
区
及

び
、
上
五
箇
地
区
、
福
島

地
区
、新
福
寺
地
区
と
５
ヵ

所
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
組

織
の
運
営
に
当
た
り
ま
し

て
、
年
間
で
３
万
円
の
運

営
費
を
申
請
が
あ
れ
ば
補

助
す
る
体
制
も
整
え
て
い

ま
す
。

髙
橋
都
市
計
画
道
路

都
市
計
画
道
路

及
び
舞
木
土
地

及
び
舞
木
土
地

区
画
整
理
事
業
の
今
後
の

区
画
整
理
事
業
の
今
後
の

進
展
に
つ
い
て
は
ど
う
な

進
展
に
つ
い
て
は
ど
う
な

る
の
か
。

る
の
か
。

町
長
都
市
計
画
道
路
は

東
日
本
大
震
災
の

影
響
に
よ
り
、
国
庫
補
助

金
が
要
望
額
に
対
し
こ
こ

３
年
間
は
毎
年
半
額
程
度

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

２
、３
年
程
度
の
遅
れ
が
想

定
さ
れ
ま
す
が
、
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

町
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

町
長- 

正
確
・
迅
速
な
情
報
の
伝
達
体
制
を
と
り
、 

 

防
災
活
動
に
努
め
ま
す

自主防災組織の消火器訓練自主防災組織の消火器訓練  
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福祉産業福祉産業  常任委員会  常任委員会  

８月６日～７日　長野県御
み よ た

代田町・南
みなみみのわ

箕輪村

人口増加・健康づくり等を学ぶ

視察研修
レポート参加者

金子 孝之
坂部 敏夫
青木 國生
小林 正明
髙橋 祐二
福田 正司

御代田町

　目　的
１．人口増加の取り組みについて研修
２．医療費削減の取り組みについて研修
　人口増加の要因
①優良企業が沢山あり就労～居住の理想的環境が
ある。

②近隣の町にも就労できる企業が多くベッドタウン
的な要因がある。

③土地が取得しやすい環境が整っている。
　特記事項
①町民の多くが誘致企業に勤務し、定住が期待さ
れる。

②空き家バンクを来年度から実施する。
③生活道路の満足度は６３.7％と高い。
④タクシー利用助成事業があり活用されている。

⑤自然を生かした高原野菜の栽培が盛んである。
　医療費削減への取り組み
　医療費・社会保障費などの数値がわかりやすく
掌握され、啓蒙活動が盛ん。生涯スポーツが活発
に導入、啓蒙されており保健師による訪問指導は
１００％実施されている。地域医療は完備されてお
り不安がない。担当課は医療費の実態を数値的に
把握しており的確な指導をしている。

坂部 敏夫　記

南箕輪村

　南箕輪村は長野県南部、天竜川の上流に位置し、
自然豊かな地域であり、中央自動車道の伊那イン
ターチェンジを有することで、農業・工業・観光と
バランスのとれた人口約１万5,000人の村です。
　南箕輪村では、「健康で楽しく暮らせる村」を目
指し保健計画を策定し、成人保健事業の充実が図
られておりました。健康診査・保健指導や各種検
診はもちろん、健康教育として年代に合わせた教室

や高齢者に向けての各種健康教室が年間２０回～
36回開催されているほか、生活習慣病講演会や
健康相談も積極的に開催されている。
　また、子育て支援施策も充実しており、保育園
保育料の毎年のような引き下げや学童クラブ施設
の増設と利用料の引き下げなど、子育て世代にとっ
て魅力的な施策内容により、保育園児数も５年前
と比べ100名以上増加し、小・中学校の児童、生
徒数も増加傾向にあり、村民の人口割合もその親
世代の30歳～45歳の人口が最も多い割合となっ
ている。
　南箕輪村で研修させていただき、若い世代の働
きやすい環境や子育て環境の改善が人口増加につ
ながっており、その後の健康づくり事業等の取り組
みが、住民の定住に寄与していると感じました。

金子 孝之　記



◎襟川仁志　○野村智一　黒澤兵司　細田芳雄　柿沼英己　◎委員長　○副委員長
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英
語
指
導
助
手
の
勤

英
語
指
導
助
手
の
勤

務
実
態
は
。

務
実
態
は
。

　

東
西
小
学
校
で
１
名
、

中
学
校
で
１
名
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
幼
稚
園
で
は
特
別

支
援
員
さ
ん
が
英
語
教
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　　

給
食
の
国
産
材
料
の

給
食
の
国
産
材
料
の

使
用
状
況
は
。

使
用
状
況
は
。

　

で
き
る
だ
け
国
産
の

も
の
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
国
で
問
題
に
な
っ

て
い
る
鶏
肉
に
つ
い
て
は

国
産
の
も
の
を
使
っ
て
い
ま

す
。　　

人
権
教
育
推
進
事
業

人
権
教
育
推
進
事
業

は
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
。

は
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
。

　

ふ
れ
あ
い
交
流
学
習

会
と
い
う
の
を
３
集
会
所

で
、
陶
芸
や
健
康
体
操
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　　

利
子
収
入
が
増
え
て

利
子
収
入
が
増
え
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
運
用

い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
運
用

を
し
て
い
る
の
か
。

を
し
て
い
る
の
か
。

　

通
常
の
定
期
預
金
か

ら
利
率
の
良
い
譲
渡
性
預
金

に
か
え
た
た
め
増
え
て
い
ま

す
。　　

公
債
費
の
利
子
を
下

公
債
費
の
利
子
を
下

げ
る
努
力
は
し
て
い
る
の

げ
る
努
力
は
し
て
い
る
の

か
。
か
。　

よ
り
低
金
利
の
と
こ

ろ
か
ら
借
り
入
れ
を
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
銀

行
か
ら
借
り
入
れ
を
す
る

場
合
は
何
行
か
見
積
も
り

を
し
、
金
利
の
安
い
と
こ
ろ

か
ら
借
り
入
れ
を
し
て
い
ま

す
。　　

補
助
金
を
出
す
場
合
、

補
助
金
を
出
す
場
合
、

公
益
上
必
要
が
あ
る
場
合
と

公
益
上
必
要
が
あ
る
場
合
と

自
治
法
に
あ
る
が
、
協
働
の

自
治
法
に
あ
る
が
、
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
の
認
定
は
ど
の

ま
ち
づ
く
り
の
認
定
は
ど
の

よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

　

要
綱
の
中
に
も
あ
る

が
、
公
共
性
が
強
く
て
地
域

の
た
め
に
な
る
事
業
に
つ
い

て
審
査
会
で
審
査
し
、
疑
問

点
な
ど
あ
る
場
合
は
、
現
地

確
認
を
し
て
助
成
金
を
出
し

て
い
ま
す
。

　　

個
人
町
民
税
の
特
別

個
人
町
民
税
の
特
別

徴
収
を
し
て
い
な
い
事
業
所

徴
収
を
し
て
い
な
い
事
業
所

は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

　

小
規
模
事
業
所
に
お

い
て
実
施
し
て
い
な
い
と
こ

ろ
が
結
構
あ
る
と
思
い
ま

す
。　　

特
別
徴
収
の
一
斉
指
定

特
別
徴
収
の
一
斉
指
定

に
な
っ
た
場
合
、
電
子
納
入

に
な
っ
た
場
合
、
電
子
納
入

は
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
。

は
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
。

　

他
県
で
や
っ
て
い
る
と

こ
ろ
を
見
て
、
群
馬
県
の
協

議
会
に
お
い
て
シ
ス
テ
ム
が

検
討
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

主
な
質
疑

総務文教常任委員会
委員会のうごき

町からの報告事項
●主な所管事務について

総　務　課… 舞木土地区画整理組合への町からの回
 答書について
財　務　課… 個人住民税の特別徴収の一斉指定の
 推進について
 小学校、中学校での租税教室の開催に
 ついて

主な協議事項
●平成 25 年度決算について

●閉会中の継続調査について

安全・安心な食材でおいしい給食
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福祉産業常任委員会
◎金子孝之　○坂部敏夫　青木國生　富岡芳男　小林正明　髙橋祐二　◎委員長　○副委員長

　　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン

ト
使
用
料
に
収
入
未
済
額
が

ト
使
用
料
に
収
入
未
済
額
が

あ
る
が
、
そ
の
要
因
と
対
策

あ
る
が
、
そ
の
要
因
と
対
策

は
。
は
。　

リ
ス
ト
ラ
等
で
支
払
い

が
遅
れ
て
い
る
な
ど
の
理
由

で
す
が
、
上
水
係
と
連
携
し

て
滞
納
整
理
に
伺
っ
て
い
ま

す
。　　

犬
を
散
歩
さ
せ
て
い
て

犬
を
散
歩
さ
せ
て
い
て

糞ふ
ん

を
持
ち
帰
ら
な
い
飼
い
主

を
持
ち
帰
ら
な
い
飼
い
主

が
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
対

が
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
対

策
は
。

策
は
。

　

職
員
が
現
地
に
出
向

い
て
看
板
の
設
置
や
、
わ
ん

わ
ん
サ
ポ
ー
タ
ー
の
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
飼
い
主

の
方
た
ち
に
持
ち
帰
る
よ
う

街
頭
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

　　

公
共
下
水
道
の
最
終
的

公
共
下
水
道
の
最
終
的

な
完
成
は
い
つ
か
。

な
完
成
は
い
つ
か
。

　

現
認
可
の
１
１
７
ha

は
、
平
成
29
年
３
月
の
予
定

で
す
が
、
町
の
予
算
と
調
整

し
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
残
っ
て
い
る
赤
岩
の

市
街
化
区
域
は
変
更
認
可
を

行
い
、
10
年
後
を
目
途
に
考

え
て
い
ま
す
。

　　
「
は
ば
た
け
！
ぐ
ん
ま

「
は
ば
た
け
！
ぐ
ん
ま

の
担
い
手
」
支
援
事
業
補
助

の
担
い
手
」
支
援
事
業
補
助

金
の
対
象
者
は
何
人
か
、
ま

金
の
対
象
者
は
何
人
か
、
ま

た
、
そ
の
条
件
は
。

た
、
そ
の
条
件
は
。

　

農
業
者
４
名
で
、
ト

ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ
ン
等

農
機
具
８
台
分
を
、
補
助
率

30
％
で
支
援
し
ま
し
た
。
ま

た
条
件
は
、
５
年
後
の
経
営

規
模
等
の
計
画
書
を
県
に
提

出
し
、
認
め
ら
れ
た
認
定
農

業
者
に
な
り
ま
す
。

　　
里
東
団
地
北
側
の
恒
久

里
東
団
地
北
側
の
恒
久

的
な
冠
水
対
策
は
。
ま
た
、

的
な
冠
水
対
策
は
。
ま
た
、

排
水
溝
の

排
水
溝
の
浚し
ゅ
ん
せ
つ渫
は
さ
れ
て
い

は
さ
れ
て
い

る
の
か
。

る
の
か
。

　

県
道
か
ら
の
水
の
流

入
は
、
側
壁
を
た
て
て
恒
久

的
な
対
策
を
し
て
あ
り
ま
す

が
、堤
防
か
ら
の
堤
脚
水
は
、

す
べ
て
止
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
、
堰
を
作
っ
て
流

入
量
の
調
節
を
図
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
排
水
溝
の
浚し
ゅ
ん
せ
つ渫

に
つ
い
て
は
、
状
況
を
見
な

が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　　

上
水
道
の
老
朽
管
に

上
水
道
の
老
朽
管
に

は
、
石
綿
管
は
残
っ
て
い
る

は
、
石
綿
管
は
残
っ
て
い
る

の
か
。

の
か
。

　

全
体
の
14
万
ｍ
の
う
ち

約
１
万
１
，７
０
０
ｍ
、
８
・

36
％
ほ
ど
残
っ
て
い
る
状
況

で
す
。

主
な
質
疑

町からの報告事項
●主な所管事務について

環境保健課… 新型インフルエンザ対策行動計画の
 策定について
経　済　課… 農地中間管理事業について
 産業振興について
建設水道課… ふれあいタウンちよだの分譲状況 
 舞木土地区画整理組合の保留地の処 
 分状況及び町からの回答書について

主な協議事項
●平成 25 年度決算について

●閉会中の継続調査について

主な審査項目
●請願審査について

平成 26 年 請願第２号
手話言語法制定を求める意見書の提出を求める
請願について（採択）

委員会のうごき

上水道の老朽管布設替え
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今
、
地
方
議
員
の
資
質
が
問
わ
れ
て
い

ま
す
。
兵
庫
県
議
会
議
員
の
政
務
活
動
費

や
東
京
都
議
会
の
セ
ク
ハ
ラ
発
言
な
ど
相

次
い
で
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

不
祥
事
が
地
方
議
会
、
議
員
へ
の
関
心
や

信
頼
の
低
下
を
招
く
の
で
は
な
い
か
と
心

配
で
す
。

千
代
田
町
で
は
昨
年
、
議
会
基
本
条
例

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
制
定
し
た
だ

け
で
な
く
、
有
効
に
活
用
し
実
行
す
る
こ

と
で
議
員
の
資
質
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
議
会
の
常
識
は

一
般
社
会
の
非
常
識
な
ど
と
言
わ
れ
な
い
よ

う
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
議
会
改
革
に
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

将
来
の
自
分
の
た
め
の
議
員
活
動
で
は

な
く
、
町
民
の
た
め
の
議
会
活
動
を
し
て

い
き
た
い
。

襟
川 

仁
志　
記

千代田町民
合唱団
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次回の定例会は、
12月4日（木）～12月11日（木）
 の予定です
（一般質問は初日の午前９時からです）

会議録は町のホームページ
からご覧になれます。

議会報告会
取り組んでいる内容を報告するために、
議会報告会を開催します。

■日　時 11月  6  日（木）
 11月11日（火）
 午後６時30分～７時30分
■場　所 町民プラザ　講義室（１階）

　千代田町民合唱団は、会員16 名の皆さんで講師

の川上美代先生、歌唱指導はソプラノ歌手の内田も

と海先生のもと、毎月３回木曜日午後７時 30 分より

町民プラザで楽しく練習しています。

　毎年夏に開催される利根川源流讃歌への参加を、

楽しみにしています。また、町の文化祭での発表や

他のコンサート等に参加させて頂き、日々お腹から声

を出して気持ちよく続けている合唱団です。

　興味のある方は是非ともご参加ください。一緒に

歌いましょう。

やさしい仲間とやさしい仲間と
　楽しいコーラス！　楽しいコーラス！

部　長　丸山 洋子さん
　　　（新福寺）

副部長　松森 正枝さん
　　　（上五箇）

議会を傍聴しませんか？


